
単独型

連携型

①

②

御殿場市・裾野市

小山町

 伊東市・下田市
東伊豆町・河津町

○　フロンティア地域循環共生圏一覧

③
牧之原市・菊川市

認定
年度 № フロンティア地域循環共生圏の名称

R4

① 富士山東麓エコガーデンシティ地域循環共生圏
（森林保全由来のＪクレジットを活用した地域活性化）

② 伊豆東海岸広域地域循環共生圏
（ドローン等先進技術の実証・実装による新たな産業創出）

R5

③ 駿河湾横断広域地域循環共生圏
（駿河湾を超え結ぶ再エネ電力の流通）

④ 牧之原・菊川お茶の郷地域循環共生圏
（荒廃茶園の再生と新たな農業ビジネスの創出）

⑤ 南アルプスかわね地域循環共生圏
（廃校舎を活用した人材育成とビジネスの創出）

R6

⑥ 東駿河湾クラフトビール地域循環共生圏
（クラフトビールを核とした地域循環型産業の構築と新たなにぎわい創出）

⑦ 遠州灘沿岸地域循環共生圏
（再エネ電力の流通とブルーカーボン創出）

R7 ⑧ 富士山南東スマートフロンティア地域循環共生圏
（施設×交通連携ＤＸによるシームレスな生活圏の創出）

④

⑤

川根本町

⑥

③

⑦
⑦

藤枝市・南伊豆町

松崎町・西伊豆町

湖西市・御前崎市

牧之原市

 沼津市・三島市

⑧
 三島市・裾野市
長泉町・清水町



《富士山東麓エコガーデンシティ地域循環共生圏》　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（御殿場市、裾野市、小山町）

【別紙１】

 経済活動の輪 

環境に優しいエネルギーの地産地消

森林の保全と利活用 環境に配慮した産業構造への転換

【推進体制】
　　　○２市１町地域循環共生圏協議会

　　　　　（御殿場市、裾野市、小山町）
　　　○御殿場市エコガーデンシティ推進協議会
　　　　　（企業、団体、金融機関、学術機関、御殿場市）

【位置図】 【コンセプト】

 脱炭素の輪 

御殿場市

裾野市

小山町

【産業拠点】

富士御殿場工業団地（3.4ha）

駒門周辺地域エコシティ化推進区域
【産業拠点】

(仮称)神場南地区工業団地（19.3ha）

【産業拠点】

（仮称）須山地区工業団地（18.4ha）

既存拠点循環拠点区域

【再エネ利用拠点】

木質バイオマス発電・熱利用施設(9ha)

【再エネ利用拠点】

木質バイオマス熱利用施設(5ha)

水素ステーション

上野工業団地

【産業拠点】

(仮称)夏刈地区工業団地（58.6ha）

東名裾野IC周辺地域における防災・減災と
職住近接に配慮した地域づくり推進区域

《地域循環共生圏の概要図》

【目指す姿】
 富士山麓の豊かな自然環境を守り、育て、磨き、脱炭素と経済が好循環する持続可能な環境先進地域

（実施する主な取組）

循環拠点
区域

売電益等

■水素需要の拡大

■環境重視型工業団地の整備

■持続可能な森林管理

■「木育」や環境保全活動の促進

【地域を巻き込んだ循環の促進】
  ・脱炭素新技術の開発・普及
  ・デジタル地域通貨の運用

■再エネの利用拡大
(バイオマス発電整備等)

再エネ技術の展開

再生可能エネルギーの循環
（ＦＩＴ売電等活用）

（エコポイントのデジタル付与）

再エネ技術の展開

カーボン・オフセット
による促進原資の創出



《伊豆東海岸広域地域循環共生圏》　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊東市、下田市、東伊豆町、河津町）

《地域循環共生圏の概要図》

【目指す姿】豊かな自然環境の中で、いつでも誰でも安全で快適な生活を享受でき、働き住み続けられる
      先進技術実証・実装都市

伊東市

下田市

河津町

【防災拠点】

稲梓防災拠点（8.2ha）

既存拠点循環拠点区域

【位置図】

東伊豆町

【実証フィールド拠点】

旧稲梓中学校跡地（1.3ha）

【実証フィールド拠点】

川奈地区

【コンセプト】

地元企業 参入企業

地域住民 道路・鉄道地域産業 自然環境

実証フィールド

防災拠点整備

管理・監視 管理点検

観光客

圏域外関連産業の誘致

観光や農林水産業での活用次世代モビリティの導入

ドローンによる一般物資・医薬品搬送

企業間のネットワーク形成
↓

先進技術を活用した新たなビジネスが産出

ドローン出動拠点

地域に実装 新たな知見、地域ニーズ
人材の提供

競技大会等イベント開催

くらしや基幹産業等への導入により、環境負荷を
軽減しつつ人手不足解消、サービスレベル向上

広域的な管制システム等による
地域一体的な危機管理

【推進体制】
　　　○伊豆東海岸広域地域循環共生圏協議会

【実証フィールド拠点】

稲取細野高原

【実証フィールド拠点】

河津バガテル公園

※豊かな自然環境で実証され創出された先進技術を地域に実装し、
 得られた知見や地域ニーズをもとに新たな産業が生まれる好循環を形成

生活・環境分野 防災分野

産業分野

《新産業エコシステム※の構築》

実証フィールド周辺への参入企業と地元企業の融合により、先進技術と新たな産業を創出

【別紙１】



《駿河湾横断広域地域循環共生圏》　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤枝市、南伊豆町、松崎町、西伊豆町）

《地域循環共生圏の概要》

【別紙１】

○伊豆西南海岸地域で創出した再エネ由来電力を、藤枝市の工業団地で利用
○電力流通により創出した地域活性化資金をもとに、伊豆西南海岸地域の再エネの地産地消と持続可能な
 観光・交通システム構築を推進

【推進体制】
　  ○伊豆西南海岸観光誘客推進協議会

　　　（南伊豆町、松崎町、西伊豆町）

　　○脱炭素社会の実現に関する連携協定

　　　（南伊豆町、松崎町、西伊豆町、藤枝市）

【位置図】 【循環のイメージ】

藤枝市

既存拠点

循環拠点区域

【推進区域】

 高田地区工業団地

伊豆西南海岸地域
（南伊豆町、松崎町、西伊豆町）

藤 枝 市

電力流通
産地指定

「地域活性化資金」の還元
●卸電気事業者と発電事業者との協力により
 電力使用料の一部※を発電地域に還元する
 ことで発電事業者と地域の良好な共生関係
 を構築（※1kWhあたり約0.15円）

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

●再エネ由来電力の創出

●工業団地における再エネ
 由来電力の利用促進
 ・(仮)内谷地区工業用地(新規)
 ・高田地区工業団地

●持続可能な観光・交通システム
 構築
 ・エコツーリズム等の推進
 ・公用車等のカーシェア導入
 ・公共交通のオンデマンド化

●再エネの地産地消
 ・再エネ由来電力の新たな流通の仕組
  みの導入
 ・公用車・公共交通のEV化と災害時
  移動電源利用

【産業拠点】

（仮称）内谷地区工業用地

電力流通を通じた
連携・補完

電力
活用



○お茶の新たな活用促進
 ・カテキン含有機能性表示食品の開発
○地域内起業に向けた伴走支援

肥料として
農地へ散布

《牧之原・菊川お茶の郷地域循環共生圏》　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（牧之原市、菊川市）

《地域循環共生圏の概要》

【推進体制】
　　　○牧之原・菊川お茶の郷推進協議会（牧之原市、菊川市　等）

【位置図】

既存拠点

菊川市 牧之原市

バイオ炭製造

試験場

茶園・農地の再生

古茶樹等
の回収

○荒廃茶園の転作促進（レモン等）
○スマート農業の推進
 ・AI搭載アプリによる荒廃農地把握

【産業支援拠点】

 まきのはらインキュベーションセンター

【産業支援拠点】

 菊川市産業支援センターEnGAWA

【生産性向上拠点】

 バイオガスプラント

牧之原台地
茶園・農地

支援
支援

液肥の供給

○茶樹のバイオ炭や食品廃棄物のメタン発酵液肥を活用した循環型農業の展開
○バイオ炭によるカーボンクレジット収益をもとに、茶園・農地の再生と農業ビジネスの創出を推進

【生産性向上拠点】

 バイオ炭製造試験場

バイオ炭の供給

【循環のイメージ】

土壌改良材として
農地に施用

カーボンクレジット
収益の活用

バイオガス

発電プラント

農作物の
供給

食品廃棄物
の回収

バイオ炭を活用した
循環型農業

メタン発酵液肥を活用した
循環型農業

牧之原台地
茶園・農地

農業ビジネスの創出

多角的支援による新たな地域産業の創出

圏域内の住民・企業

メタン発酵
液肥

バイオ炭



《南アルプスかわね地域循環共生圏》　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川根本町）

《地域循環共生圏の概要》

○森林保全によるカーボンクレジットを付与したサービス・商品の開発・販売
○カーボンクレジット収益をもとに、空き校舎を活用した拠点における人財育成・ビジネス創出を推進

【位置図】

川根本町

循環拠点区域

【集約拠点】

旧中川根第一小学校

 ●カーボンオフセットの推進

【循環のイメージ】

カーボンクレジットの
付与

 ●メタバース空間整備
・海外企業等向けビジネ
 スプラットフォーム
・川根の自然・文化等の
 ＶＲ発信  

国内の関係人口や
世界の川根ファンの獲得

【新たな産業・ビジネスの創出】  
 ●企業誘致や実証フィールド提供

【新たな人財の育成】  
 ●「生涯現役人財」「グローバル人財」
  育成のための教育支援

スキリング
機会の提供

カーボンクレジット
収益の活用

 ●森林保全によるカーボンクレジットの創出
 ・住民・企業・観光客が一体となった環境保全活動
 ・森林整備による温室効果ガス吸収

ビジネス展開
スキルの活用

カーボンクレジットを付与したサービス・商品の開発・販売
 ・エコツーリズム
 ・地域文化体験（徳山の盆踊りなど）

  

  ・ＦＳＣ認証木材製品
  ・ゆず加工品
          ほか

・ＩＣＴ企業等の誘致

  
  

 旧中川根第一小学校（空き校舎）

人財の登用



□ モ ル ト 粕 ※ を ア ッ プ サ イ ク ル し 新 た な 価 値 を 創 出 す る こ と で 、 地 域 循 環 型 産 業 を 構 築
□ ク ラ フ ト ビ ー ル の 地 域 ブ ラ ン ド 力 を 強 化 す る こ と で 、 新 た な 賑 わ い と 関 係 人 口 を 創 出

東駿河湾クラフトビール地域循環共生圏

  地域循環型産業の構築  

●モルト粕のアップサイクル
 商品の開発
 ・ブランド豚、きのこ栽培
 ・モルトビネガー 等

●アップサイクル拠点の整備
 ・遊休施設を活用
 ・脱水乾燥設備等を設置

【取組のイメージ】

【取組のスケジュール】

新たなにぎわい、関係人口創出

●地域特性を活かしたクラフトビールの魅力発信
 ・海底熟成ビールのブランド化
 ・ビール造り等ふるさと納税返礼品化
 

●地域版品評会の開催
 ・継続した開催を目指す

アップサイクル商品活用
によるブランド力強化

イベント開催やデジタルチケット化等を
推進しクラフトビールの消費量を拡大

※ビール製造過程において、麦芽（モルト）から麦汁を抽出した絞りかす

菌床にモルト粕を活用し
たきのこ（試作品） 大瀬崎（沼津市）の海底で

熟成したビール（実証実験）

主な取組 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

モルト粕のアップサイクル商品開発 　 　 　 　

アップサイクル拠点の整備

地域版品評会の開催 　 　 　 　

関係者調整 実証実験・新たな商品検討

商品化

施設の検討

施設整備及び稼働

関係者調整 開催準備

開催

定例開催、新たなイベント等検討



□ 御 前 崎 ・ 牧 之 原 エ リ ア で 創 出 し た 再 エ ネ 由 来 電 力 を 湖 西 市 の 工 業 団 地 で 利 用
□ 電 力 使 用 料 の 一 部 を 還 元 し 、 御 前 崎 ・ 牧 之 原 エ リ ア の 藻 場 再 生 や 砂 浜 保 全 等 を 推 進

遠州灘沿岸地域循環共生圏

湖西市

電力使用料の一部を
地域に還元

 ●再エネ由来電力の創出・活用
・長い日照時間や遠州特有の風等の高いポテンシャル
 を活かし、地域での地産地消を推進

 ●環境に配慮した工業団地
 ・湖西内山工業団地
 ・湖西大沢工業団地
 ・市内工場の再エネ導入支援

電力流通

【取組のイメージ】

 ●ブルーカーボン創出・美しい海づくり
 ・藻礁ブロック等による藻場の再生
 ●きめ細かな移動体制の確保
 ・ＡＩオンデマンド交通の導入

御前崎市・牧之原市

（バッテリーパーク）

主な取組 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10

電力流通の仕組み構築 　 　 　 　 　

環境に優しい工業団地整備

（湖西内山工業団地）

藻場再生とブルーカーボン創出 　 　 　 　 　

関係者調整 契約手続き

電力流通の開始（既設工業団地等で先行実施）

協定締結 実施設計・用地交渉

造成工事

工場建設

事業化調整 関係者協議

実証実験

取組実施、ブルーカーボン創出

先行して既設工場において電力流通を開始

自生が確認されたアマモ類
（御前崎港：2017年）

【取組のスケジュール】



【 目 指 す 姿 】 公 共 施 設 D X と 地 域 交 通 D X を 融 合 し 、 行 政 区 域 を 越 え た シ ー ム レ ス な 生 活 圏 を
            形 成 す る 持 続 可 能 な 地 域 モ デ ル に よ り 、 住 民 の ウ ェ ル ビ ー イ ン グ 向 上 を 図 る 圏 域

富士山南東スマートフロンティア地域循環共生圏

【取組のイメージ】

スマホ一つで完結

東部４市町でつなぐ先進モデル
～公共施設等の利用から移動までをワンストップで完結する環境整備～公共施設等利活用DX

＊目指す姿
「市町境を越えて、使える施設を増やす」
 

 ・４市町による公共施設の相互利用
 ・スマホで検索・予約・利用を共通化

＊目指す姿
「必要なときに行ける、移動手段を確保」
 

 ・市町境を超える移動環環境
 ・地域特性に応じた移動手段の導入検討

地域交通ネットワークDX

【取組のスケジュール】

主な取組 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ1１

公共施設等利活用DX    

地域交通ネットワークDX

エリアの魅力発信事業        

需要調査
システム試行導入

構想設計
実証運行 実装・制度展開に向けた調整

実装・制度展開に向けた調整

イベント開催


